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【
資
料
紹
介
】

成
城
大
学
図
書
館
の
新
た
な
蔵
書
、
田
安
徳
川
家
旧
蔵
『
五
經
正
文
』

山　

田　

尚　

子

は
じ
め
に

先
頃
成
城
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
図
書
の
う
ち
、
特
に
貴
重

な
も
の
の
中
に
、
田
安
徳
川
家
旧
蔵
の
『
五
經
正
文
』
が
あ
る
（
（
（

。
本

書
は
、
薄
茶
色
の
水
玉
紙
表
紙
（
（
（

を
持
つ
大
ぶ
り
な
版
本
で
、
儒
家
の

学
問
の
中
核
を
担
う
『
五
経
』（
新
注
本
）
の
経
文
が
訓
点
な
し
の

白
文
で
刻
さ
れ
た
、
所
謂
無
訓
整
版
本
で
あ
る
。
や
や
後
印
な
が

ら
、
朱
筆
の
訓
点
が
全
巻
に
渡
っ
て
隈
な
く
、
し
か
も
極
め
て
丁
寧

に
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
田
安
家
の
蔵
書
印
と
相
俟
っ
て
、
一
見

し
て
素
性
の
良
さ
が
見
て
取
れ
る
貴
重
な
版
本
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
そ
の
特
徴
お
よ
び
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
問
題
点
な
ど
を
紹
介

し
、
今
後
、
本
資
料
を
用
い
た
研
究
や
教
育
へ
の
架
橋
と
し
た
い
。

な
お
、『
五
經
正
文
』
の
「
經
」
字
は
対
象
資
料
の
表
記
に
従
っ
た

も
の
で
、
そ
の
書
名
を
表
記
す
る
場
合
の
み
「
經
」
字
を
用
い
、
そ

の
ほ
か
は
通
行
の
字
体
を
用
い
る
。

一
、
資
料
の
概
要

最
初
に
、
成
城
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
田
安
徳
川
家
旧
蔵

『
五
經
正
文
』（
以
下
、
必
要
に
応
じ
て
田
安
家
旧
蔵
本
と
呼
ぶ
）
の

書
誌
的
な
事
項
を
略
述
し
て
お
く
。

五
經
正
文��　

周
易
一
巻　

尚
書
一
巻　

毛
詩
一
巻　

春
秋
一
巻�
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禮
記
一
巻

�

和　

大　

十
二
冊

�

（
登
録
番
号Y335746

～57

）

明�
翁
溥
校

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
刊
後
印
據
明
嘉
靖
三
十
一
年�

（
一
五
五
二
）
翁
溥
校
刻
本

田
安
徳
川
家
旧
蔵　

江
戸
後
期
訓
点
校
注
書
入

薄
茶
色
水
玉
紙
表
紙
（
二
八
・
二
×
二
〇
・
七
糎
）。
左
肩
に
題

簽
（
朱
筆
に
よ
る
子
持
ち
枠
）
あ
り
、「
易
經　

上
（
下
）」

「
書
經　

上
（
□
）」「
詩
經　

上
（
下
）」「
春
秋　

上
（
下
）」

「
禮
記　

一
（
～
四
）」
と
墨
書
。
右
側
に
各
冊
の
内
容
に
該
当

す
る
篇
題
を
打
付
に
て
墨
書
（
題
簽
と
同
筆
）。
右
肩
に
「
十

九
番
」
と
墨
書
（
題
簽
お
よ
び
目
録
と
は
別
筆
）。
押
八
双
お

よ
び
包
角
あ
り
。

白
口
、
四
周
双
辺
（
約
二
一
・
〇
×
一
五
・
七
糎
）
有
界
、
毎
半

葉
一
〇
行
、
毎
行
一
九
字
、
双
黒
魚
尾
対
向
。
経
毎
に
張
付
を

改
む
。

第
十
二
冊
『
禮
記
』
本
文
の
後
に
校
刻
識
語
を
附
刻
す
「
嘉
靖

壬
子
秋
九
月
甲
辰
諸
曁
翁
〈
溥
〉
謹
識
」

刊
記
（
第
十
二
冊
『
禮
記
』
最
終
張
裏
）「
明
暦
二
年
丙
申
春

三
月
仲
旬
／
令
改
正
開
板
者
也
梓
人
」

刊
記
（
裏
見
返
）「
皇
都
書
林
／
松
梅
軒
／
中
川
茂
兵
衞
／
西

村
市
郎
右
衞
門
／
植
村
藤
右
衞
門
／
河
南
四
郎
兵
衞
／
長
村
半

兵
衞
／
同
友
吉
郎
／
小
林
庄
兵
衞
」

表
紙
右
下
に
印
記
「
田
藩
文
庫
」（
墨
・
陽
・
方
）、
各
冊
首
に

印
記
三
顆
「
田
安
／
府
芸
／
臺
印
」（
朱
・
陽
・
方
）、「
獻
英

樓
／
圖
書
記
」（
朱
・
陽
・
方
）（
以
上
、
田
安
徳
川
家
）、「
時

枝
／
藏
書
」（
朱
・
陽
・
方
）。

全
冊
に
わ
た
り
、
朱
筆
に
よ
る
訓
点
校
注
の
書
入
あ
り
。

本
書
は
、『
五
経
』
の
経
文
の
み
を
刻
し
た
版
本
で
あ
る
。
近
世

の
時
期
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
整
版
本
の
漢
籍
を
「
和
刻
本
」
と
呼

ぶ
が
、
和
刻
本
に
は
多
く
の
場
合
、
訓
点
（
返
点
や
送
り
仮
名
、
振

り
仮
名
な
ど
）
が
本
文
と
と
も
に
附
刻
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
人

が
漢
籍
を
読
解
す
る
た
め
に
、
そ
の
手
助
け
と
な
る
訓
点
の
存
在
が

ど
う
し
て
も
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本

書
に
は
訓
点
が
附
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
、
全
巻
に
渡
っ

て
朱
筆
の
訓
点
（
お
よ
び
校
注
）
が
、
い
わ
ば
一
糸
乱
れ
ぬ
と
で
も

い
う
よ
う
な
、
極
め
て
整
然
と
し
た
様
子
で
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
こ
の
点
が
、
本
書
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
本
書
の
特
徴
の
う
ち
で
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
田
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安
徳
川
家
の
旧
蔵
書
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
各
冊
の
表
紙
の
「
田
藩

文
庫
」、
序
の
冒
頭
に
捺
さ
れ
る
「
田
安
府
芸
臺
印
」
お
よ
び
「
獻

英
樓
圖
書
記
」
は
同
家
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
本
全
体
が
版
面
に
比
較

し
て
大
ぶ
り
な
の
は
、
本
と
し
て
の
格
の
高
さ
を
顕
著
に
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
本
書
が
儒
家
の
学
問
の
中
核
を
担
う
『
五
経
』
だ
と
い

う
点
と
も
関
わ
り
、
武
家
の
教
養
を
支
え
る
書
物
と
し
て
の
一
面
が

窺
わ
れ
る
。

『
五
経
』
と
は
、
儒
家
の
代
表
的
な
経
典
、
す
な
わ
ち
『
周
易
』

『
尚
書
』『
毛
詩
』『
礼
記
』『
春
秋
』
を
、
学
ぶ
べ
き
五
つ
の
経
典
と

定
め
て
そ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。『
五
経
』
が
「
五
経
」

と
し
て
定
ま
っ
た
の
が
い
つ
の
こ
と
か
、
そ
の
時
期
は
未
詳
だ
が
、

前
漢
の
武
帝
の
時
代
（
紀
元
前
二
世
紀
）
に
は
董
仲
舒
の
進
言
に
よ

り
五
経
博
士
が
置
か
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
孔
子
に
は
じ
ま
る
儒
家
の

学
問
が
国
の
正
統
的
な
学
問
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
般
に
「
四
書
五
経
」
と
言
わ
れ
る
う
ち
の
「
五
経
」
は
こ
れ
を
指

す
。こ

の
田
安
家
旧
蔵
本
に
は
、『
禮
記
』
の
本
文
の
後
に
「
書
刻
五

經
正
文
後
」
と
題
さ
れ
た
識
語
（
跋
文
）
が
附
刻
さ
れ
て
い
る
（
書

名
は
こ
れ
に
従
っ
た
）。
こ
の
識
語
に
は
「
於
簿
書
之
餘
躬
自
校
錄

付
梓
人
刻
之
江
西
（
簿
書
の
餘
に
於
て
躬み

づ
か自

ら
校
錄
し
て
梓
人
に
付

し
之
れ
を
江
西
に
刻
す
）」
と
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
は
「
嘉
靖
壬
子

秋
九
月
甲
辰
諸
曁
翁
〈
溥
〉
謹
識
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
嘉

靖
三
十
一
年
（
一
五
五
二
）
に
諸
曁
の
翁
溥
（
一
五
〇
二
～
一
五
五

六
）
が
本
文
を
校
正
し
た
上
で
刊
行
し
た
明
版
を
底
本
と
し
、
そ
れ

に
拠
っ
て
版
を
起
こ
し
て
翻
刻
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
、
嘉
靖
三
十
一
年
翁
溥
校
刻
本
を
底
本
と
す
る
と
い
う

点
が
、
本
書
の
第
三
の
特
徴
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
学
問
対
象
と
し
て
の
『
五
経
』
に
は
、
多
く
の
注
釈

が
作
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
注
釈
は
、
成
立
し
た
時
期
に
応
じ
て
大
き

く
古
注
と
新
注
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
宋
朱
熹

（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
を
中
心
と
す
る
朱
子
学
（
程
朱
学
・
宋

学
）
的
注
釈
を
新
注
、
そ
れ
よ
り
前
の
も
の
を
古
注
と
称
す
る
。
田

安
徳
川
家
旧
蔵
『
五
經
正
文
』
に
は
、『
五
経
』
の
経
文
の
み
が
収

載
さ
れ
、
注
釈
は
省
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
経
文
に
先
立
つ
序

に
は
、
新
注
の
序
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
各
経
第
一
冊
の
序

を
列
挙
す
る
。

（
第
一
冊
）「
易
序
」（
闕
名
）・「
易
傳
序
」（
程
頤
）

（
第
三
冊
）「
古
文
尚
書
序
」（
弘
安
国
）・「
書
集
傳
序
」（
蔡
沈
）

（
第
五
冊
）「
詩
傳
序
」（
朱
熹
）

（
第
七
冊
）「
春
秋
胡
氏
傳
序
」（
胡
安
国
）
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（
第
九
冊
）「
禮
記
集
説
序
」（
陳
澔
）

こ
の
う
ち
、「
易
傳
序
」
は
、
程
頤
（
一
〇
三
三
～
一
一
〇
七
）

に
よ
る
『
易
経
』
の
注
釈
書
（『
周
易
程
氏
伝
』）
の
序
、「
書
集
傳

序
」
は
蔡
沈
（
一
一
六
七
～
一
二
三
〇
）
に
よ
る
『
書
経
』
の
注
釈

書
（『
書
集
伝
』）
の
序
、「
詩
傳
序
」
は
朱
熹
に
よ
る
『
詩
経
』
の

注
釈
書
の
序
、「
春
秋
胡
氏
傳
序
」
は
胡
安
国
（
一
〇
七
四
～
一
一

三
八
）
に
よ
る
『
春
秋
』
の
注
釈
書
（『
春
秋
伝
』）
の
序
、「
禮
記

集
説
序
」
は
陳
澔
（
一
二
六
〇
～
一
三
四
一
）
に
よ
る
『
礼
記
』
の

注
釈
書
（『
礼
記
集
説
』）
の
序
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
各
経

の
新
注
本
に
附
さ
れ
た
序
で
あ
り
、
従
っ
て
本
書
の
経
文
は
（
本
書

自
体
は
経
文
の
み
で
注
は
附
さ
れ
な
い
も
の
の
）、
新
注
本
の
テ
キ

ス
ト
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

一
方
、『
五
経
』
の
う
ち
、『
周
易
』『
尚
書
』『
毛
詩
』
は
、
宋
代

以
降
「
易
経
」「
書
経
」「
詩
経
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
本
書
の
巻
首

題
、
版
心
題
、
尾
題
に
あ
っ
て
は
呼
称
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
宋

以
前
の
呼
称
と
宋
代
以
降
の
呼
称
と
が
混
じ
り
合
っ
た
状
態
で
表
示

さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
本
書
の
巻
首
題
、
版
心
題
、
尾
題
の
状
態
を

各
経
ご
と
に
示
す
。

（
第
一
・
二
冊
）

巻
首
題
「
周
易
」。
版
心
題
「
周
易
」（
序
お
よ
び
總
目
）、「
正

文
易
經
」（
第
四
張
ま
で
）、「
易
經
」（
第
五
張
以
降
）。
尾
題

「
易
經
」。

（
第
三
・
四
冊
）

巻
首
題
「
尚
書
」。
版
心
題
「
尚
書
」（
序
お
よ
び
篇
目
）、「
正

文
書
經
」（
第
四
張
ま
で
）、「
書
經
」（
第
五
張
以
降
）。
尾
題

「
書
經
」。

（
第
五
・
六
冊
）

巻
首
題
「
毛
詩
」。
版
心
題
「
詩
經
」（
序
お
よ
び
總
目
）、「
正

文
詩
經
」（
第
四
張
ま
で
）、「
詩
經
」（
第
五
張
以
降
）。
尾
題

「
毛
詩
」。

（
第
七
・
八
冊
）

巻
首
題
「
春
秋
」。
版
心
題
「
春
秋
」。
尾
題
「
春
秋
」。

（
第
九
～
十
二
冊
）

巻
首
題
「
禮
記
」。
版
心
題
「
禮
記
」。
尾
題
「
禮
記
」。

前
述
の
よ
う
に
、
本
書
は
新
注
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

各
経
の
名
称
は
「
易
經
」「
書
經
」「
詩
經
」「
春
秋
」「
禮
記
」
と
あ

る
べ
き
で
、
外
題
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
水
玉
紙
表
紙
は
原

装
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
本
を
享
受
し
た
近
世
の
日
本
人
に

は
「
易
経
」「
書
経
」「
詩
経
」「
春
秋
」「
礼
記
」
と
い
う
名
称
が
定

着
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
底
本
の
明
版
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
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も
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
各
経
の
書
名
に
つ

い
て
、
本
稿
で
は
巻
首
題
を
重
視
し
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
た
。

二
、
田
安
家
の
蔵
書
と
学
問

前
節
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
田
安
徳
川
家
の
旧
蔵
書
で

あ
る
。
田
安
家
は
、
江
戸
幕
府
第
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
（
一
六
八
四

～
一
七
五
一
）
が
、
将
軍
後
継
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
将
軍
家

に
よ
り
近
接
す
る
形
で
立
て
た
御
三
卿
の
筆
頭
で
あ
る
。
享
保
十
六

年
（
一
七
三
一
）
正
月
、
吉
宗
次
男
で
、
家
祖
の
宗
武
（
一
七
一
六

～
一
七
七
一
）
が
江
戸
城
郭
内
の
田
安
台
に
官
邸
を
賜
っ
た
こ
と
が

田
安
家
の
興
り
と
い
う
。

田
安
家
の
蔵
書
は
、
享
保
十
六
年
十
二
月
、
初
代
守
武
が
父
吉
宗

に
よ
り
江
戸
城
本
丸
か
ら
移
譲
さ
れ
た
書
籍
を
基
礎
と
し
、
代
々
の

当
主
が
集
書
に
つ
と
め
た
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
鈴
木

淳
「
田
藩
文
庫
考
（
（
（

」
が
引
用
す
る
『
田
藩
事
実
（
（
（

』
に
は
、
享
保
十
六

年
十
二
月
に
吉
宗
か
ら
田
安
邸
に
移
さ
れ
た
書
物
の
書
目
が
列
挙
さ

れ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
本
稿
に
て
取
り
上
げ
て
い
る
『
五
經
正
文
』

は
見
え
ず
、
田
安
家
に
入
っ
た
の
が
い
つ
の
こ
と
か
、
特
定
す
る
の

は
難
し
い
。
た
だ
し
、「
田
藩
文
庫
考
」
は
、
三
代
斉
匡
（
一
七
七

九
～
一
八
四
八
）
の
集
書
の
事
績
に
言
及
し
た
上
で
、
本
書
に
も
捺

さ
れ
る
三
顆
の
蔵
書
印
、
す
な
わ
ち
「
田
藩
文
庫
」、「
田
安
府
芸
臺

印
」、「
獻
英
樓
圖
書
記
」
の
う
ち
、「
田
藩
文
庫
」
は
斉
匡
以
後
の

可
能
性
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
他
の
二
つ
は
（「
獻
英
樓
」
が
斉

匡
の
堂
号
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
）、
斉
匡
以
前
の
蔵
書
も
含

め
、
恐
ら
く
す
べ
て
斉
匡
の
時
代
に
捺
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
す
る
。
ま
た
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
田
安
家
で
作
成
さ
れ

た
蔵
書
目
録
（「
御
書
物
目
録
（
（
（

」）
の
中
で
、
函
番
号
「
哲
学
一
〇
」

の
箇
所
に
「
礼
記　

刊　

四
冊
」、「
詩
経　

刊　

二
冊
」、「
書
経　

刊　

二
冊
」、「
易
経　

刊　

二
冊
」
と
見
え
る
も
の
と
、
函
番
号

「
法
二
」
の
箇
所
に
「
春
秋　
〈
隠
公
元
年
ヨ
リ
哀
公
十
四
年
マ
デ
〉　

刊　

二
冊
」
と
見
え
る
も
の
と
を
合
わ
せ
た
十
二
冊
が
、
成
城
大
学

図
書
館
蔵
『
五
經
正
文
』
に
合
致
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
少
な
く
と
も
大
正
元
年
ま
で
は
田

安
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
同
家
か
ら
外
へ
出
た

も
の
で
あ
ろ
う
（
（
（

。

既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
全
巻
に
渡
っ
て
朱
筆
の
訓
点

お
よ
び
校
注
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
入
れ
は
、
極
め
て
整

然
と
丁
寧
に
成
さ
れ
て
お
り
（
誰
に
よ
る
も
の
か
特
定
は
で
き
な
い

も
の
の
）、
恐
ら
く
は
し
か
る
べ
き
学
者
が
、
相
応
の
身
分
の
人
物
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に
対
し
、
見
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
施
し
た
も
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
に
あ
っ
て
学
問
は
、
世
間
の
多
く
の
人
々

に
と
っ
て
は
教
場
で
授
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
将
軍

や
大
名
の
子
弟
に
と
っ
て
は
、
指
南
役
の
学
者
と
一
対
一
の
対
面
の

場
で
伝
授
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
田
安
家
旧
蔵
本
『
五
經
正
文
』
は
、
田
安
家
の
男
子
の
初
等
教

育
の
た
め
に
、
儒
者
に
よ
っ
て
訓
点
が
書
入
れ
ら
れ
た
上
で
提
供
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
、
こ
の
書
が
『
五
経
』
で
あ
る
こ
と
に
も
大
き
な
意
味
が
あ

ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
儒
家
の
学
問
と
は
、
本
来
的
に
為
政
者
の
た

め
の
学
問
、
経
世
の
た
め
の
学
問
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
か
ら
で
あ

る
。
一
方
、
鈴
木
淳
氏
が
「
田
藩
文
庫
考
」
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、

田
安
家
は
元
来
、
次
代
の
将
軍
職
を
養
成
す
る
た
め
に
起
立
さ
れ
た

家
柄
で
あ
り
、
蔵
書
の
形
成
は
、
当
主
に
帝
王
学
を
伝
授
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。
田
安
家
旧
蔵
本
は
、
い
か
に
も
田
安
家
に
あ
っ
て
学
ば

れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
書
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
本
書
に
書
入
れ
ら
れ
た
訓
点
に
つ
い
て
、
少
し
く
触
れ

て
お
き
た
い
。
博
士
家
を
中
心
と
す
る
日
本
の
学
界
に
お
い
て
は
、

古
く
か
ら
長
ら
く
古
注
に
よ
っ
て
『
五
経
』
が
学
ば
れ
て
き
た
。
無

論
日
本
に
新
注
が
ま
っ
た
く
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
そ
う

で
は
な
く
、
五
山
の
僧
侶
は
新
注
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、

室
町
期
に
明
経
道
の
儒
者
と
し
て
活
躍
し
た
清
原
宣
賢
は
古
注
と
と

も
に
新
注
を
学
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
近
世
に
入
っ
て
、
朱

子
学
が
本
格
的
に
学
問
の
対
象
と
し
て
学
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新

注
が
古
注
を
凌
駕
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
問
題

と
な
る
の
は
、
こ
の
田
安
家
旧
蔵
本
に
書
入
れ
ら
れ
た
訓
点
は
、
古

注
と
新
注
と
い
ず
れ
に
従
っ
て
附
さ
れ
た
も
の
か
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
す
べ
て
の
訓
点
を
詳
細
に
検
証
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
恐
ら

く
本
書
の
訓
点
は
、
新
注
に
従
っ
て
附
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
こ
の
点
を
顕
著
に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、『
毛
詩
』（『
詩

経
』）
の
「
葛
覃
」（
国
風
・
周
南
）
の
「
言
告
師
氏
」
句
の
訓
点
で

あ
る
。
こ
の
句
は
、
古
注
に
従
う
場
合
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
永
正
十
八

年
清
原
宣
賢
令
写
加
点
本
『
毛
詩
鄭
箋
（
（
（

』）
に
は
、
毛
伝
の
「
言
我

也
（
言
は
我
な
り
）」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
「
言わ

れ
師
氏
に
告
げ
ら

る
」
と
訓
ず
る
の
に
対
し
、
新
注
に
従
う
場
合
（
寛
永
五
年
刊
藤
原

惺
窩
加
点
附
訓
本
『
五
經
白
文
（
（
（

』）
に
は
、
朱
子
集
伝
に
「
言
辞
也

（
言
は
辞
な
り
）」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
「
言こ

こ

に
師
氏
に
告
げ
て
」
と

訓
ず
る
（
（
（

。
こ
の
箇
所
を
田
安
家
旧
蔵
本
は
「
言こ

こ

に
師
氏
に
告
げ
て
」

と
訓
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
田
安
家
旧
蔵
本
の
訓
点
と
、
前
掲
藤
原
惺
窩
加
点
附
訓
版
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本
の
訓
点
と
を
比
べ
た
と
き
、
一
見
し
て
田
安
家
旧
蔵
本
に
は
（
相

対
的
に
）
振
り
仮
名
が
少
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
（
（1
（

。
思
う
に
こ
れ

は
、
対
面
で
行
う
伝
授
の
場
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
成

さ
れ
た
（
口
伝
を
想
定
す
れ
ば
す
べ
て
を
書
く
必
要
は
な
い
）
田
安

家
旧
蔵
本
と
、
教
場
で
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
成
さ
れ
た
藤

原
惺
窩
加
点
本
と
の
違
い
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
と
な

れ
ば
田
安
家
旧
蔵
本
は
、
君
主
が
帝
王
学
を
学
ぶ
た
め
の
本
と
し
て

の
属
性
を
ま
さ
に
体
現
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
い
か
。

三
、「
松
梅
軒
」
の
刊
記
を
め
ぐ
る
問
題

と
こ
ろ
で
、
長
澤
規
矩
也
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
（
増
補
補
訂

版
（
（（
（

）』
は
、
本
版
お
よ
び
そ
の
覆
刻
版
に
つ
い
て
以
下
の
如
く
記
述

す
る
。五

經
正
文　

周
易
・
尚
書
・
毛
詩
・
春
秋
・
禮
記
各
一
巻

明
翁
溥
校　

明
暦
二
刊
（
山
形
屋
）
白
10�

19　

大　

六

同

同
（
後
印
）
刊
行
者
名
削�　
　
　

大　

六

同　
　
　

���

同

�

同�

安
永
八
刊
（
覆
明
暦
二
、
京
、
松
梅
軒
河�

�
�

南
四
郎
兵
衞
等
）
白　
　
　
　
　

大　

六�

こ
の
記
述
に
従
え
ば
、
①
明
暦
二
年
に
山
形
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
た

版
本
、
②
①
か
ら
刊
行
者
名
の
み
が
削
ら
れ
た
同
版
本
、
③
安
永
八

年
（
一
七
七
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
①
の
覆
刻
版
、
と
い
う
三
種
の
本

が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

田
安
家
旧
蔵
本
を
こ
の
記
述
に
照
ら
し
た
場
合
（
第
一
節
に
略
述

の
書
誌
を
参
照
の
こ
と
）、
本
書
に
は
明
暦
二
年
の
刊
記
が
あ
り
、

し
か
も
松
梅
軒
河
南
四
郎
兵
衞
等
（
相
版
）
の
刊
記
（
後
見
返
し
）

を
持
つ
こ
と
か
ら
③
に
該
当
す
る
か
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
書
の
ど
こ
に
も
安
永
八
年
の
覆
刻
を
窺
わ
せ
る
徴
証
は
見
つ

か
ら
ず
、
こ
の
点
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

実
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
（
目
録
の
記

載
か
ら
安
永
八
年
覆
刻
版
と
推
さ
れ
る
）『
五
經
正
文
』
を
検
し
た

と
こ
ろ
、
単
黒
魚
尾
、
魚
尾
上
に
書
名
を
「
周
易
（
尚
書
・
詩
經
・

春
秋
・
禮
記
）
正
文
」
に
作
り
、
下
象
鼻
に
「
松
梅
軒
藏
」
と
あ
る

な
ど
（
行
字
数
を
含
め
、
版
心
を
除
く
版
面
は
よ
く
似
る
も
の
の
）、

田
安
家
旧
蔵
本
と
は
別
版
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
田
安
家
旧
蔵
本
の
巻

末
に
あ
る
明
暦
二
年
の
刊
記
は
無
く
、
そ
の
代
わ
り
に
以
下
の
刊
記

が
存
す
る
（『
禮
記
』
最
終
二
五
〇
張
裏
）。

明
暦
二
年
丙
申
春
三
月
舊
版
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安
永
八
年
己
亥
春
二
月
再
刻

中
川
藤
四
郎

西
村
市
郎
右
衞
門

植
村
藤
右
衞
門

皇
都
書
肆
松
梅
軒　
　

河
南
四
郎
兵
衞

長
村
半
兵
衞

長
村
和
助

小
林
庄
兵
衞

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
東
文
研
本
が
上
記
③
の
安
永
八
年
覆

刻
版
に
該
当
し
、
田
安
家
旧
蔵
本
は
③
で
は
な
く
、
②
（
①
の
刊
記

か
ら
版
元
の
記
載
を
削
っ
た
①
の
後
印
本
）
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
田
安
家
旧
蔵
本
に
松
梅
軒
の
刊
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
暦

二
年
刊
行
の
際
の
版
木
は
い
つ
の
頃
か
ら
か
松
梅
軒
の
所
有
と
な

り
、
そ
れ
が
刷
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
安
永
八
年
に
な
っ
て
同
所
で

そ
の
覆
刻
版
が
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
②
か
ら
③
の
間
に

も
う
一
段
階
が
想
定
さ
れ
る
）。
如
上
の
事
柄
は
、
田
安
家
旧
蔵
本

に
松
梅
軒
の
刊
記
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
定
し
得
る
事
柄
で
あ
る

が
、
同
版
の
内
閣
文
庫
所
蔵
本
（
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
）、
東
京
都

立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
（
闕
『
周
易
』、
諸
橋
轍
次
旧
蔵
）
に
は
こ

の
刊
記
は
無
く
（「
明
暦
二
年
」
の
刊
記
の
み
）、
そ
の
点
で
田
安
家

旧
蔵
本
は
貴
重
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
田
安
家
旧
蔵
本
と
同
版
の
内
閣
文
庫
本
お
よ
び
都
立
中
央

図
書
館
本
だ
が
、「
明
暦
二
年
」
の
刊
記
が
あ
っ
て
「
山
形
屋
」
と

い
う
版
元
の
名
が
見
え
な
い
の
は
田
安
家
旧
蔵
本
と
同
様
で
あ
る
。

「
山
形
屋
」
と
あ
る
同
版
本
は
未
だ
見
出
せ
ず
、
さ
ら
に
探
書
を
要

す
る
。

四
、
嘉
靖
三
十
一
年
翁
溥
校
刻
本
の
翻
刻
版
に�

つ
い
て

さ
て
、
既
述
の
よ
う
に
、
田
安
家
旧
蔵
本
は
、
嘉
靖
三
十
一
年
翁

溥
校
本
（
明
版
）
を
底
本
と
し
て
明
暦
二
年
に
翻
刻
刊
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
翁
溥
校
刊
本
を
底
本
と
し
て
日
本
で
翻
刻

刊
行
さ
れ
た
版
本
は
、
本
版
の
ほ
か
に
も
複
数
が
確
認
で
き
る
。
以

下
に
確
認
で
き
た
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。

一
つ
は
、
大
内
本
（
大
内
版
）
と
称
さ
れ
る
、
版
面
が
大
き
く

（
四
周
単
辺
二
三
・
九
×
一
八
・
二
）、
墨
色
の
濃
い
極
太
の
大
字
で
刻

さ
れ
た
（
毎
半
葉
八
行
毎
行
十
五
字
）
版
本
で
あ
る
。
明
暦
二
年
刊

本
と
同
様
、
訓
点
は
附
刻
し
な
い
。
無
刊
記
で
あ
る
が
、
近
世
初
期

の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
。
内
閣
文
庫
に
三
点
（
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
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本
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
な
ど
）
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る
ほ
か
、
斯

道
文
庫
所
蔵
本
（
鳥
取
池
田
家
旧
蔵
）
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
該
版

が
な
ぜ
大
内
本
と
呼
ば
れ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
朝
倉
亀
三

『
日
本
古
刻
史
（
（1
（

』
は
、
底
本
で
あ
る
翁
溥
校
刊
本
の
年
記
が
嘉
靖
三

十
一
年
（
一
五
五
二
）
で
、
こ
れ
は
大
内
家
滅
亡
の
後
に
当
た
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
寺
田
望
南
（
一
八
四
九
～
一
九
二

九
）
か
ら
聞
い
た
、
大
内
版
『
五
經
正
文
』
に
つ
い
て
の
「
異
説
」

と
し
て
、
以
下
の
話
を
引
く
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
に
近
衛

家
か
ら
売
却
さ
れ
た
『
五
經
正
文
』
が
あ
り
（
所
謂
大
内
本
で
あ
る

翻
翁
溥
校
刊
本
と
は
別
の
も
の
）、
そ
の
版
式
墨
色
か
ら
享
禄
以
前

の
も
の
と
お
ぼ
し
く
、
表
紙
は
朝
鮮
本
に
酷
似
し
、
し
か
も
そ
の
巻

尾
に
は
、「
此
書
は
当
家
に
於
て
試
刷
せ
し
も
の
一
部
進
上
候
旨
」

大
内
家
か
ら
近
衛
家
に
宛
て
た
文
書
が
添
付
し
て
あ
っ
た
の
を
目
撃

し
た
が
、
そ
の
後
同
書
は
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
と
い
う
。
朝
倉
氏

は
、
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
朝
鮮
版
に
見
紛
う
大
内
本
の
存
在
や
大

内
家
が
外
国
と
親
密
な
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し

て
、
後
に
誰
か
が
、
こ
の
翻
翁
溥
校
刊
本
『
五
經
正
文
』
を
大
内
版

と
私
称
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
翁
溥
校
刊
本
を
底
本
と
し
て
日
本
で
翻
刻
刊
行
さ
れ
た

版
本
に
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
本
が
あ
る
。
中

本
よ
り
や
や
幅
の
狭
い
（
一
五
・
二
×
一
〇
・
九
糎
匡
郭
内
一
一
・
三

×
八
・
二
糎
）
小
ぶ
り
な
本
で
、
句
点
お
よ
び
読
点
の
み
附
刻
さ
れ

る
（
句
点
と
読
点
は
と
も
に
圏
点
で
表
さ
れ
る
が
、
位
置
に
よ
っ
て

両
者
を
区
別
す
る
）。
刊
記
「
寛
文
五
年
乙
巳
林
鐘
吉
」
の
左
に
埋

め
木
に
て
「
大
阪
書
肆　

山
内
五
郎
兵
衛
」
と
刻
さ
れ
る
。
山
内
五

郎
兵
衛
と
い
う
大
阪
の
書
肆
は
、
文
化
文
政
以
降
、『
四
書
』
や

『
五
経
』
の
刊
行
（
お
よ
び
印
行
）
を
し
ば
し
ば
行
っ
て
い
る
よ
う

で
、
従
っ
て
寛
文
五
年
版
『
五
經
正
文
』
の
印
行
も
、
そ
の
こ
ろ
だ

と
推
定
さ
れ
る
。
本
版
も
こ
の
度
成
城
大
学
図
書
館
に
収
蔵
の
運
び

と
な
っ
た
（
登
録
番
号Y335743

～45

）。

こ
の
ほ
か
、
翻
翁
溥
校
刊
本
に
は
、
訓
点
を
附
刻
す
る
版
も
あ

る
。
確
認
し
た
の
は
斯
道
文
庫
所
蔵
の
二
点
で
あ
る
が
（
一
点
は
松

平
披
雲
閣
旧
蔵
）、
こ
の
二
点
に
は
、
い
ず
れ
も
表
紙
の
刷
題
簽
に

「
林
家
改
正
點
」
と
あ
る
（
た
だ
し
加
点
者
は
不
明
）。
刊
記
は
な

く
、
江
戸
前
期
頃
の
刊
行
か
と
推
定
さ
れ
る
。
振
り
仮
名
が
極
め
て

詳
密
で
、
特
に
『
毛
詩
』
に
は
左
傍
に
も
多
く
訓
が
示
さ
れ
る
（
（1
（

。

以
上
の
ほ
か
に
も
、
翁
溥
校
刊
本
を
底
本
と
し
て
日
本
で
翻
刻
刊

行
さ
れ
た
版
本
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
な
る
調
査

を
要
す
る
。
ま
た
、
林
家
改
正
點
本
の
訓
点
に
つ
い
て
も
、
そ
の
性

格
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
田
安
家
旧
蔵
本
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の
訓
点
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
新
た
に
見
え
て
く
る
道
筋
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
田
安
家
旧
蔵
『
五
經
正
文
』
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
に
つ

い
て
述
べ
た
。
明
暦
二
年
本
を
含
め
、
翁
溥
校
刊
本
を
底
本
と
し
て

日
本
で
翻
刻
刊
行
さ
れ
た
『
五
經
正
文
』
の
旧
蔵
者
を
改
め
て
見
渡

す
と
、
田
安
家
の
ほ
か
、
紅
葉
山
文
庫
、
高
松
松
平
家
、
鳥
取
池
田

家
な
ど
、
か
つ
て
の
将
軍
や
大
名
家
の
名
が
散
見
す
る
。
当
時
に
お

い
て
、『
五
経
』
が
彼
ら
の
教
養
と
し
て
学
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

と
と
も
に
、
翁
溥
校
刊
本
が
底
本
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
就
中
、
田
安
家
旧
蔵
『
五
經
正
文
』
は
、
そ
う
し
た
近
世
に

お
け
る
『
五
経
』
の
享
受
の
あ
り
方
を
顕
著
に
反
映
し
た
も
の
と
い

え
よ
う
。
版
本
学
、
訓
読
史
、
学
問
史
、
文
化
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
の
研
究
に
資
す
る
資
料
で
あ
り
、
本
書
が
成
城
大
学
図
書
館

に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
今
後
大
い

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
い
や
、
本
書
に
触
る
だ
け
で
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
大
名
が
手
に
取
っ
た
、
そ
の
本
を
手
に
す

る
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
の
存
在
は

感
動
的
で
あ
る
。

注（
1
）　

田
安
徳
川
家
の
蔵
書
お
よ
び
蔵
書
印
に
つ
い
て
は
、
人
間
文
化
研

究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
―
田
安

徳
川
家
伝
来
古
典
籍
―
』（
日
本
書
誌
学
大
系
九
四
、
青
裳
堂
書
店
、

二
〇
〇
六
年
）
を
参
考
に
し
た
。
現
在
、
田
安
徳
川
家
の
蔵
書
は
、

国
文
学
研
究
資
料
館
や
慶
應
義
塾
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
る
ほ
か
、

国
会
図
書
館
や
国
立
公
文
書
館
な
ど
に
も
分
散
し
て
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

（
2
）　

水
玉
紙
は
、
漉
き
上
げ
た
紙
の
上
に
色
染
め
し
た
紙
料
を
薄
く
全

体
に
重
ね
漉
き
し
て
、
そ
れ
が
乾
く
前
に
上
か
ら
水
滴
を
垂
ら
し

て
、
そ
の
衝
撃
に
よ
り
水
玉
模
様
を
加
え
た
も
の
と
い
う
。
佐
々

木
孝
浩
氏
に
よ
れ
ば
、
古
い
使
用
例
が
見
つ
か
ら
ず
、
十
七
世
紀

に
発
明
さ
れ
た
加
工
法
の
よ
う
で
、
本
文
の
料
紙
に
は
あ
ま
り
向

か
な
い
ら
し
く
、
表
紙
や
色
紙
・
短
冊
で
見
か
け
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
（
慶
應
義
塾
大
学Future� Learn

「
古
書
か
ら
読
み
解
く

日
本
の
文
化
：
和
本
を
彩
る
和
紙
の
世
界
」）。

（
3
）　

前
掲
注
（
1
）
書
所
収
。

（
4
）　
『
田
藩
事
実
』
は
、
田
安
家
の
儒
臣
で
あ
っ
た
大
塚
孝
綽
、
長
野

清
良
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
田
安
家
の
記
録
。
天
明
三
年
（
一
七

八
三
）
五
月
成
立
。

（
5
）　

前
掲
注
（
1
）
書
に
翻
字
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
る
。
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（
6
）　

前
掲
注
（
1
）
書
に
影
印
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
る
、
昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）
三
月
二
十
八
日
の
「
徳
川
田
安
家
御
旧
蔵
入
札
目
録
」

（
札
元　

巖
松
堂
書
店
古
典
部
）
は
、
百
四
十
二
点
の
書
目
を
提
示

す
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
五
經
正
文
』
ら
し
き
も
の
は
見

え
な
い
。
た
だ
し
、
書
目
の
あ
と
に
「
其
の
他
和
漢
書　

数
千
冊
」

と
記
す
の
で
、
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
当
該

田
安
家
旧
蔵
『
五
經
正
文
』
に
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
「
時
枝
藏
書
」

が
あ
る
が
、
本
書
の
中
か
ら
、
昭
和
十
三
年
六
月
十
一
日
に
時
枝

満
康
な
る
人
物
（
未
詳
）
が
「
毛
詩
鄭
箋
」（
三
円
）
と
「
五
経
」

（
十
円
）
を
購
入
し
た
際
の
高
島
屋
発
行
の
領
収
書
が
見
つ
か
っ
た
。

残
念
な
が
ら
書
肆
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
三
月
二
十
八
日
の

売
立
の
後
、
六
月
十
一
日
に
高
島
屋
で
の
即
売
会
で
時
枝
氏
に
購

入
さ
れ
た
か
。

（
7
）　

古
典
研
究
会
叢
書
『
毛
詩
鄭
箋
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）

の
影
印
に
よ
る
。

（
8
）　

長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
経
書
集
成
』
第
一
輯
（
汲
古
書
院
、
一

九
七
六
年
）
の
影
印
に
よ
る
。

（
9
）　

古
注
と
新
注
に
お
け
る
「
言
」
字
の
解
釈
の
違
い
に
つ
い
て
論
じ

た
も
の
に
、
佐
藤
進
「
藤
原
惺
窩
の
経
解
と
そ
の
継
承
―
『
詩
経
』

「
言
」「
薄
言
」
の
訓
読
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』

第
五
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
が
あ
る
。

（
10
）　

藤
原
惺
窩
加
点
本
に
お
い
て
、『
詩
経
』
の
経
文
の
訓
読
に
文
選

読
み
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
特
に
『
詩
経
』
に
お
い

て
左
傍
訓
が
多
い
。

（
11
）　

長
澤
規
矩
也
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
（
補
訂
版
）』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
六
年
）。
な
お
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
の
補
訂
と
し
て
「
明

暦
二
年
刊
→
明
暦
三
年
刊
」
と
す
る
が
、「
明
暦
二
年
刊
」
の
ま
ま

で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

（
12
）　

朝
倉
亀
三
『
日
本
古
刻
史
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
九
年
、
八

〇
頁
）。

（
13
）　

道
春
点
は
、
惺
窩
点
に
比
較
し
て
、『
詩
経
』
に
お
け
る
文
選
読

み
が
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
点
、
前
掲
注
（
8
）
論
文
に
指
摘

が
あ
る
。

〔
付
記
〕
翁
溥
校
刻
本
の
翻
刻
版
に
つ
い
て
、
高
橋
智
氏
よ
り
ご
教
示
を

得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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図版 1　田安徳川家旧蔵明暦二年刊後印『五經正文』
第 1 冊表紙
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図版 2　同　第 1 冊「易序」首
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図版 3　同　第 1 冊『周易』本文巻首
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図版 4　同　跋文首
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図版 5　同　跋文尾
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図版 6　同　刊記（第 12 冊『禮記』最終張裏）
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図版 7　同　刊記（裏見返）
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図版 8　寛文五年刊後印『五經正文』（成城大学図書館蔵）
第 1 冊『周易』本文巻首
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図版 9　同　跋文尾・刊記




